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ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス｣

効
果

で
経
済
が
上
向
い
て
い

る
と
言
う
。
確
か
に
円

安
と
株
価
の
上
昇
で
大
企
業
や
海

外
投
資
家
は
潤
っ
て
い
る
。
更
に

政
府
は
１
０
月
に
発
表
し
た
「
税

制
改
正
大
綱
案
」
で
企
業
の
設
備

投
資
減
税
、
従
業
員
給
与
増
額
減

税
、
復
興
特
別
法
人
税
の
一
年
前

倒
し
廃
止
な
ど
企
業
に
手
厚
い
税

制
改
革
を
提
起
し
た
▼
一
方
国
民

の
暮
ら
し
は
生
活
必
需
品
を
中
心

に
値
上
げ
が
止
ま
ら
な
い
。
ゴ
マ

油
は
今
年
２
回
目
の
値
上
げ
、
冷

凍
食
品
、
ジ
ャ
ム
、
ワ
イ
ン
。
大

豆
の
不
作
で
醤
油
、
味
噌
、
豆
腐
。

原
油
由
来
製
品
。
輸
入
小
麦
の
政

府
売
り
渡
し
原
価
の
値
上
げ
で
パ

ン
、
麺
。
家
畜
肥
料
の
高
騰
で
肉
、

乳
製
品
も
影
響
を
受
け
る
。
ガ
ス

料
金
、
自
動
車
保
険
料
も
値
上
げ

さ
れ
る
▼
社
会
保
障
関
係
は
生
活

保
護
費
、
児
童
扶
養
手
当
の
削
減
、

年
金
は
三
年
間
で
２
．
５
％
カ
ッ

ト
、
厚
生
年
金
の
負
担
増
、
公
務

員
は
退
職
金
や
賃
金
の
切
り
下
げ

も
あ
っ
た
▼
安
倍
首
相
は
こ
の
事

態
に
何
の
手
も
打
た
ず
、
景
気
が

上
向
き
賃
金
が
上
が
る
ま
で
我
慢

し
ろ
と
言
う
ば
か
り
だ
。
そ
の
上

で
消
費
税
増
税
の
機
が
熟
し
た
と

来
年
四
月
か
ら
８
％
へ
負
担
を
増

や
す
と
決
定
し
た
。
も
し
、
賃
上

げ
さ
れ
て
も
な
ん
の
恩
恵
を
受
け

な
い
年
金
生
活
者
や
非
正
規
労
働

者
の
生
活
は
破
壊
さ
れ
て
し
ま
う

▼
お
上
の
や
る
こ
と
に
は
逆
ら
え

な
い
。
国
の
借
金
が
１
０
０
０
兆

円
を
越
え
て
い
る
か
ら
増
税
も
や

む
を
え
な
い
と
、
あ
き
ら
め
て
よ

い
の
だ
ろ
う
か
。
い
ま
こ
そ
主
権

者
国
民
の
声
を
集
め
て
悪
政
を
止

め
さ
せ
生
活
を
守
ろ
う
。

沖電気の職場を明るくする会 【ＯＡＫ】

連絡先：電機労働者懇談会気付 沖電気の職場を明るくする会

東京都港区新橋４－２４－３ エムエフ新橋６０１号 電話 03（6450）1777

会」は沖電気とその関連などで働く人々

が「安心して人間らしく働ける職場」を

願って創られました。正規・非正規を問

わず誰でも入会できます。略称はＯＡＫ。

《設立１９８６年》

労働相談は、ホームページの「相談窓口」

で常時受け付けています。「沖電気の職

場を明るくする会」で検索して下さい。花言葉：陶酔

電
機
産
業
で
働
く
労
働
者
・

Ｏ
Ｂ
で
つ
く
る
電
機
労
働
者

懇
談
会
は
、
９
月
２
１
、
２

２
日
に
第
２
６
回
総
会
を
開

催
し
、
電
機
産
業
で
の
リ
ス

ト
ラ
・
退
職
強
要
を
許
さ
な

い
た
た
か
い
な
ど
を
交
流
し

ま
し
た
。

ひ
ど
い
攻
撃
に果

敢
に
反
撃

【
半
導
体
大
手
・
ル
ネ
サ
ス
】

昨
年
に
続
き
、
今
年
７
月

３
５
０
０
人
を
目
標
に
早
期

退
職
募
集
。
課
長
級
社
員
１

２
９
８
人
が
総
合
職
に
降
格

さ
れ
、
退
職
強
要
を
さ
れ
た

こ
と
に
対
し
、
社
員
が
労
働

局
（
労
働
省
）
に
申
告
す
る

な
ど
の
た
た
か
い
を
広
げ
退

職
強
要
の
「
面
談
」
が
全
社

的
に
止
ま
っ
た
。

【
Ｎ
Ｅ
Ｃ
】

余
剰
人
員
を
生
み
出
し
て

「
追
い
出
し
部
屋
」
を
作
り
、

退
職
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
組
織
的

に
リ
ス
ト
ラ
を
行
っ
て
い
る
。

電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
と
も

共
同
し
、
会
社
と
の
１
５
回

の
団
体
交
渉
を
通
じ
て
、
個

人
面
談
を
止
め
て
い
る
。

【
日
立
】

妊
娠
を
理
由
に
し
た
退
職

勧
奨
に
対
し
て
、
先
輩
と
家

族
の
支
え
も
受
け
て
は
ね
の

け
た
。
「
会
社
に
残
る
こ
と

が
一
番
の
反
撃
に
な
る
」
と

話
し
、
今
後
の
処
遇
改
善
に

向
け
た
決
意
を
語
る
と
大
き

な
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

Ｎ
Ｅ
Ｃ
重
層
偽
装
請
負
訴
訟
、

三
菱
電
機
派
遣
切
り
裁
判
、

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
若
狭
の
正
規

雇
用
を
求
め
る
裁
判
の
原
告
・

支
援
者
も
訴
え
ま
し
た
。

理
不
尽
な
リ
ス
ト
ラ
反
対

の
声
を
職
場
か
ら

総
会
で
は
進
行
中
の
１
８
万

人
規
模
の
電
機
産
業
で
の
リ

ス
ト
ラ
、
退
職
強
要
と
の
た

た
か
い
、
労
働
法
制
改
悪
を

許
さ
な
い
た
た
か
い
を
進
め

る
方
針
を
採
択
し
ま
し
た
。

９月２９日都内で電機・

情報ユニオン第３回定期

大会が組合員を倍加する

なか東京地評や様々な労

働団体、弁護士、国会議

員を招いて開かれました。

電機産業の１８万人の人

員削減の嵐の中、肩たた

きを受けながらユニオン

に加盟し、退職強要を止

めさせたＮＥＣやルネサ

スの闘い、パワハラで心

を病みながらも仲間を作

り、ユニオンで闘いを切

り開いている報告があり

ました。人間性あふれる

豊かな労働組合運動と、

労働組合活動を強め、安

倍政権の雇用破

壊に反対し、憲

法を生かし、職

場の一人一人の

苦しみを解決さ

せていこうと確

認しあいました。

金
木
犀

沖電気の職場を明るくす

る会の職場新聞「あすなろ」

の３００号達成、記念の集

いが、９月２８日さいたま

市内で盛大に開催されまし

た。

遠くは福島、茨城、神奈

川、群馬から参加。各界か

らの挨拶、三味線の演奏と

唄、この間たたかわれた

「定年・再雇用」「過労自

殺の労災認定」「非正規社

員の派遣切り」などのスラ

イド紹介とご本人のインタ

ビュー、寸劇有りで多彩な

交流となりました。

これからも職場の声に寄

り添い、電機の各職場や地

域と手を取り合って、より

良い職場・社会をつくろう

と誓いあう「集い」となり

ました。

非情

ブラック企業化した電機のやり方は許せない！
全国電機労働者懇談会第２６回総会を開催

元気をもらった！「あすなろ３００号記念の集い」

仲間を増やし、仲間と連帯して
雇用と生活、人権を守ろう

電機・情報ユニオン第３回定期大会開かれる

活発な交流が行われた総会
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超
多
忙超

人
手
不
足

【
群
馬
・
富
岡
】

Ａ
Ｔ
Ｍ
製
造
の
富
岡
工
場

（
メ
カ
ト
ロ
シ
ス
テ
ム
工
場
・
正

社
員
約
２
７
０
人
）
は
仕
事
量
の

増
加
で
多
忙
。
Ｏ
Ｋ
Ｉ
プ
ロ
サ
ー

ブ
（
Ｏ
Ｋ
Ｉ
グ
ル
ー
プ
の
派
遣
会

社
）
を
介
し
て
の
派
遣
社
員
の
募

集
も
活
発
で
す
。

時
給
１
１
５
０
円
程
度
で
残
業

４
０
Ｈ
／
月
な
ど
の
板
金
加
工
・

部
品
仕
上
げ
の
仕
事
な
ど
。

繁
忙
対
策
と
し
て
、
０
５
年
８

月
に
導
入
さ
れ
た
４
班
３
交
替
勤

務
を
４
班
２
交
替
制
に
替
え
る
新

勤
務
制
度
を
労
使
で
決
め
て
、
運

用
を
始
め
ま
し
た
。

正
規
社
員
を
減
ら
し
、
非
正
規

に
代
替
。
低
賃
金
で
長
時
間
労
働

を
強
い
る
雇
用
で
は
「
ブ
ラ
ッ
ク

企
業
」
と
言
わ
れ
そ
う
で
す
。

ス
ト
ラ
イ
キ
資
金

清
算
し
て
新
運
用
へ

【
Ｏ
Ｋ
Ｉ
ソ
フ
ト
ユ
ニ
オ
ン
】

１
０
年
１
０
月
、
Ｏ
Ｋ
Ｉ
グ
ル
ー

プ
の
統
廃
合
施
策
に
よ
り
ソ
フ
ト

部
門
は
沖
通
信
シ
ス
テ
ム
、
沖
イ

ン
フ
ォ
テ
ッ
ク
は
Ｏ
Ｋ
Ｉ
ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
に
統
合
さ
れ
ま
し
た
。

労
組
も
新
生
Ｏ
Ｋ
Ｉ
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
ユ
ニ
オ
ン
と
し
て
発
足
。

企
業
に
よ
る
労
働
条
件
の
差
異

だ
け
で
は
な
く
、
各
労
組
の
ス
ト

ラ
イ
キ
資
金
（
ゆ
う
あ
い
資
金
）

の
積
立
額
が
違
い
不
公
平
感
を
払

拭
す
る
課
題
も
生
じ
て
い
ま
し
た
。

解
決
策
と
し
て
◆
現
在
の
積
立

金
か
ら
組
合
加
入
後
５
年
間
の
一

律
徴
収
分
（
１
万
８
千
円
）
を
超

え
る
部
分
を
各
人
に
返
金
し
、
新

た
な
運
用
に
入
り
ま
し
た
。

旧
沖
ソ
フ
ト
は
１
９
９
４
年
、

当
時
の
ソ
フ
ト
関
連
会
社
１
０
社

が
統
合
し
発
足
。
こ
の
人
た
ち
に

は
４
万
２
千
円
が
返
金
予
定
。

労
働
者
の
闘
い
の
武
器
で
あ
る

ス
ト
ラ
イ
ク
を
行
使
せ
ず
に
「
合

理
化
」
を
容
認
し
た
結
果
，
溜
ま
っ

た
資
金
の
返
金
で
す
。
複
雑
な
感

情
で
す
。

改
正
「
労
働
契
約
法
」
の
趣
旨
を

生
か
し
た
対
応
を

【
埼
玉
・
本
庄
】

有
期
労
働
契
約
が
反
復
更
新
さ

れ
て
通
算
５
年
を
超
え
た
と
き
は
、

労
働
者
の
申
し
込
み
に
よ
り
「
期

間
の
定
め
の
な
い
契
約
」
に
転
換

す
る
様
に
１
３
年
４
月
に
労
働
契

約
法
が
改
正
さ
れ
た
。

先
日
、
沖
電
気
の
職
場
で
３
ヶ

月
契
約
の
更
新
を
繰
り
返
し
７
年

間
働
い
た
派
遣
社
員
の
契
約
が
更

新
さ
れ
な
か
っ
た
。

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
（
連

合
・
６
６
０
万
）
も
「
す
で
に
五

年
を
経
過
し
て
い
る
人
に
対
し
て

は
五
年
を
待
た
ず
に
転
換
す
る
こ

と
」
を
要
求
し
て
い
る
。
法
を
逆

手
に
と
っ
て
の
駆
け
込
み
契
約
解

除
が
多
発
し
て
い
る
と
の
報
道
も

あ
る
。
青
春
時
代
の
７
年
間
を
一

生
懸
命
働
い
た
若
者
を
思
う
と
、

沖
労
組
に
も
派
遣
社
員
の
実
態
に

即
し
た
救
済
対
応
が
望
ま
れ
る
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

「
求
人
票
の
う
そ
」
増
加

【
東
京
】

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
１
２
年

に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
「
求
人
票
の

う
そ
」
に
よ
る
相
談
・
ト
ラ
ブ
ル

が
６
６
４
１
件
に
上
り
毎
年
増
加

し
て
い
る
。
賃
金
が
２
６
万
↓
実

際
は
１
５
万
。
正
規
↓
非
正
規
。

仕
事
内
容
が
記
載
内
容
と
違
う
、

な
ど
。

背
景
に
、
政
府
の
「
求
人
を
増

や
せ
」
で
統
計
を
作
為
的
に
良
化

し
た
よ
う
に
見
せ
る
圧
力
が
あ
る

こ
と
。
企
業
が
雇
用
確
保
の
た
め

に
「
う
そ
の
労
働
条
件
」
を
載
せ

る
誘
惑
が
生
じ
る
こ
と
。
な
ど
が

言
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

行
き
過
ぎ
た
人
減
ら
し
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
東
京
・
品

川
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
は
約
８
万

件
の
求
人
票
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
職

員
は
２
５
人
。
こ
こ
で
も
公
務
員

減
ら
し
が
影
を
落
と
し
て
い
る
。

じ
ぇ

じ
ぇ

じ
ぇ
！

年
金
ダ
ウ
ン

消
費
税
ア
ッ
プ

【
Ｏ
Ｋ
Ｉ

Ｏ
Ｂ
】

過
去
２
年
間
で
、
年
金
の
手
取

り
が
２
千
円
／
月
減
っ
た
。
介
護

保
険
料
・
住
民
税
の
負
担
増
が
原

因
。
さ
ら
に
今
年
１
０
月
〜
１
５

年
４
月
に
２
・
５
％
の
年
金
カ
ッ

ト
。
沖
電
気
在
職
時
の
低
賃
金
の

お
陰
？
で
今
の
年
金
額
は
月
・
約

１
４
万
円
程
度
。
来
年
か
ら
消
費

税
が
上
が
れ
ば
「
生
き
る
」
こ
と

に
悩
む
日
常
が
待
っ
て
い
る
。

（
厚
生
労
働
省
・
２
０
１
２
年
）

仕
事
上
の
ス
ト
レ
ス
で
う
つ
病
な

ど
精
神
疾
患
を
発
症
し
て
、
労
災
認

定
さ
れ
た
人
が
前
年
比
４
８
％
増
で

３
年
連
続
で
過
去
最
多
に
な
っ
た

申
請
は
１
２
５
７
人
。
認
定
は
４
７

５
人
（
男
性
３
４
８
人
、
女
性
１
２

７
人
）

原
因
は
「
仕
事
内
容
・
量

の
大
き
な
変
化
」
以
下
「
嫌
が
ら
せ
、

い
じ
め
、
暴
行
」
「
セ
ク
ハ
ラ
」

「
月
８
０
時
間
超
の
残
業
」
な
ど
。

３
０
〜
３
９
歳
が
最
多
。
若
い
年

代
の
人
た
ち
が
長
時
間
働
き
、
過
労

と
ス
ト
レ
ス
を
高
め
心
の
病
で
倒
れ

て
い
る
。
「
防
止
法
」
が
必
要
だ
。

労
災
認
定

心
の
病

過
去
最
多
４
７
５
人

勤
務
問
題
で
の
自
殺
者

２
千
人
超
の
高
止
ま
り

年
間
約
３
万
人
の
自
殺
者
の

う
ち
、
仕
事
の
疲
れ
、
職
場
の

人
間
関
係
、
職
場
環
境
な
ど
勤

務
問
題
で
の
比
率
も
高
い
。

（
警
察
庁
・
２
０
１
２
年
）

●

持
論

抗
論

●

公
務
員
不
足
で

東
日
本
大
震
災
の
復
興
も
遅
れ

５
年
間
で
２
５
兆
円
の
復
興
予

算
。
被
災
地
外
へ
の
流
用
も
問
題

だ
が
、
事
業
の
進
捗
が
は
か
ば
か

し
く
な
い
。
資
材
や
作
業
員
の
不

足
の
う
え
対
応
す
る
職
員
（
公
務

員
）
不
足
で
１
１
、
１
２
年
度
は

事
業
者
と
の
契
約
は
予
定
の
半
分
。

公
務
員
を
減
ら
し
た
ツ
ケ
は
労

働
監
督
を
行
う
労
働
基
準
監
督
官

も
不
足
し
労
働
者
が
守
れ
な
い
状

態
だ
。
★
監
督
官
数
の
Ｉ
Ｌ
Ｏ
で

の
目
安
は
労
働
者
１
万
人
当
た
り

１
人
。
日
本
は
半
分
程
度
。

沖
電
気
を
考
え
る
《
第
６
９
回
》

低
迷
す
る
有
給
休
暇
取
得

有
給
の
バ
カ
ン
ス
休
暇
４
週
間

フ
ラ
ン
ス
並
み
は
い
つ
の
日
か

日
本
の
長
時
間
労
働
は
「
カ
ロ
ー
シ
」
が

国
際
語
に
な
る
ぐ
ら
い
有
名
。
日
本
政
府
は

９
３
年
に
年
間
の
総
労
働
時
間
を
「
１
８
０

０
時
間
」
に
す
る
と
国
際
公
約
し
て
い
る
。

沖
電
気
（
正
規
）
も
時
短
の
た
め
９
２
年

に
は
初
年
度
の
年
休
付
与
日
数
を
２
０
日
、

９
５
年
に
は
一
日
の
労
働
時
間
１
５
分
短
縮

な
ど
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
９
２
年
か
ら
の

リ
ス
ト
ラ
の
連
続
で
、
慢
性
的
な
人
手
不
足

に
陥
り
、
正
社
員
ば
か
り
か
、
代
替
の
非
正

規
社
員
の
取
得
も
低
迷
し
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
は
病
気
有
給
休
暇
も
あ
る
の
に
。

⇒
本
庄
地
区
（
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
・
Ｅ

Ｍ
Ｓ
）
の
実
績
。
尚
１
１
年
、
１
２
年
は

本
庄
・
富
岡
・
高
崎
地
区
の
平
均
値
。

Ｏ
Ｋ
Ｉ
ユ
ニ
オ
ン
資
料
か
ら


